
 

自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

 

           （事業所名）サントリープロダクツ株式会社 高砂工場

  

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

サントリー食品インターナショナルグループ環境基本方針 

 サントリー食品インターナショナルグループは、環境経営を事業活動の基軸にし、  
 バリューチェーン全体を視野に入れて、 

 生命の輝きに満ちた持続可能な社会を次の世代に引き渡すことを約束します。 

 

 1.水のサステナビリティの追求 

  サントリーグループのコーポレートメッセージ｢水と生きる｣の思いを共有し、 

  事業活動において最も重要な資源である水を大切に取り扱い、 

  自然開における水の健全な循環に貢献します。 

 

 2.生物多様性保全への取り組み 

  水や農作物に依存する企業として、 

  その価値の源泉である生物多様性を将来にわたって保全することに努めます。 

 

 3.イノベイティブな３Ｒによる資源の有効活用 

  循環型社会の実現に向けて、不断の技術革新により、 

  原材料・エネルギーなどの３Ｒ（reduce,reuse,recycle）を一層推進し、 

  持続可能なビジネスの構築に努めます。 

    

 4.全員参加による低炭素企業への朝鮮 

  すべての職場において、気候変動の要因である温暖化ガス排出量の削減に努めます。 

 

 5.社会とのコミュニケーション 

  豊かな地球環境を次世代に継承するため、 

  社会との対話に基づいた取り組みを行うとともに、積極的な情報開示に努めます。 

 

 

Webサイトにて公表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目標・計画等の公表の方法についても記載すること） 

 



 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  高砂工場 工場長（環境統括者） 

工務技師長（環境管理責任者） 

各部門･協力会社 
 

廃棄物 
担当者 

環境保全 
委員会 

産業廃棄物 
処理責任者 

環境保全事務局 



 

 ２ 環境保全活動の実施状況等   

 項 目   取組結果   今後の取組計画  

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 

 

目標 1.45GJ/kL 実績 1.44 GJ/kL 
（2016.1～12実績） 

次年度目標 

ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位 
  1.37 GJ/kL 

水原単位 目標 3.23 m3/kL 実績 3.12 m3/kL 
（2016.1～12実績） 

次年度目標 

水原単位 
3.08 m3/kL 

廃棄物副産物の

再資源化100％継

続 

再資源化率100％ 次年度以降継続 

環境情報の積極

的な発信（環境ｾﾐ

ﾅｰ、小学校での水

教育等） 

目標件数24件 実績25件 次年度目標24件 

   

 
 


